
全国国立大学（法人）学部入試における

志願倍率。超過率・辞退率
／

－ 過去6年間の推移と今後の展望を巡って －
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私立大学は，私立学校振興助成法において，補助金の交付と結びつけて，収容定員が厳し

く哲理されているが，国立大学法人についても，学生収容定員を一定の割合で下回る場合，

あるいは超過する場合について，国庫に－－定額を納付しなければならないルールが始まっ

た。全入時代を迎え，国公私立全ての大学にとって，入学定員管理は大学経営上益々箪要な

探題となってきた。本稿は, 過去6年間の国立大学（法人）の入学者選抜実施状況から，志

願倍率や辞退率等の推移を分析し，今後の展望について考察することを目的とする。

平成20年2月141ﾖ文部科学符通知「国立大

学の学部における定員超過の抑制について」

において，学部ごとの入学定員(I年次）に

対する入学者数及び収容定員（2年次以降）

に対する在鯖率が一定の割合を超過した場合，

ペナルティとして国距に 定額を納付しなけ

ればならない取り扱いとなった“国立大学法

人においても，定員割れと同時に定員超過も

雌に槽理する必要が生 じ，入学定員管理は

続々頭要な課題となってきた。

本稿は，陸|立大学法人の人学者選抜実施状

況について，過去6年間の志願倍率、合格者

超過率，，咋退率，人学者超過率の惟移を分析

し，今後の鵬望を探ることを目的と寸一る．

lはじめに

大学全入時代を目前に迎え，我が国の全て

の大学にとって，入学定員管理は誼要な課題

となっている。日本私立学校振興・共済事業

団によると,平成19年度私立大学において入

学定員充足率が1 00%を~ﾄ回っている大学は

4年ilil｣以l弓の大学で39 5% ,短期大単で61.6%

となっており，年々増加傾向にあることが報

告されている｝)．一方で国公立大学について

は，現在のところ入学定員充足率が1 00%を

~ﾄ胆|っている大学は極めて少ない。これは公

的財源に支えられた，私立大学に比l鮫して安

価な授業料等0)設定も原因であると考えられ，

これが私立大学から〃〕「イコールフィッティ

ング」を求める声につながっている．

このような状況下，国立大'\:法入り〕学生定

員管理について,平成16年I()M 28 H文部科

学省迦知「余剰余の翌事業ｲ|ﾘ典へ(ﾉj繰り越し

に係る文部科学大臣の斌鮒郡について」にお

いて，学部，修士，博士，岬'''1職大'羊院の各

学位i裸職ごとの学41i収容定員に紳十る在職率

が 姫牛:を卜. |n1〆,た場合,IW)べき､IF巣を，行

ｵ〕なか",た賜介」とされ，ペナルティとして

|玉IMiに 忙械を納付しなければ旅らない敗り

扱いとなった“また，定員雌過についても，

2調査概要

2.1調査対象期間

洲街は，平成14年腱入拭～平成l9年峻人

i武ﾘJ6年|州を対製と寸一る“

2.2調査対象とするデータ

ト淵ffは，文梛科学街がホームベージにて公

炎している平成14年腱へ1z成194MI ||fl公

､'Z W i11: k学･姫期大学人学者選抜(J)実施状況」

の募熊人乢 志願省･数，合格背教，人学者数

データを利用した"選抜lX分ごとに分け-il雲に，
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全ての入試区分を合算した数値を用いている。

2.3調査方法

当該期間の志願倍率，合格者超過率，辞退

率，入学定員超過率を分析した。それぞれの

算出方法は，以下の通りである。

144.2％，豊橋技術科学大学136.3％，茨城大学

131.1％’室|簡工業大学130.2%と続く。上位5

位は茨城大学を除き工業大学である。20位中

8大学が工業系等単科大学に占められている。

合格者超過率下位20大学を見ると，旧帝国

大学7大学が全て入っていることが分かる。

これらの大学は，合格した場合，辞退せずに

高い確率で入学することが予測される。その

ため，超過率が低いと考えられる。また，4

つの医科大学が全て20位以内に含まれてい

る。また，志願倍率が最も高かった東京芸術

大学も含まれており，人気の高い難関大学の

合格者超過率が低いということがわかる。

3.1.3辞退率

当該期間の平均辞退率について，上位，下

位の20大学までを表したものが，次頁の表3

である。辞退率上位20大学を見ると，北見工

業大学のみが33.9％と，30％を超えており，

高い辞退率であることがわかる。以下，合格

者超過率の上位20大学に入っている大学が

16大学入っており，辞退率が高い大学ほど，

合格者超過率が商いことが分かる。合格者超

過率の上位20大学に入っておらず,辞退率上

位20大学に入っているのは，帯広畜産大学，

鳥取大学,和歌山大学,!Kb根大学のみである。

辞退率下位20大学を見ると，旧7帝国大学

が全て含まれている。また，医科大学が3 大

学含まれている。これら難関大学は，辞退率

が低い傾向にあることが分かる。合格者超過

率下位20位に入っておらず，辞退率下位20

大学に入っているのは，長岡科学技術大学，

些橋科学技術大学，宮城教育大学，北海道教

育大学，大阪外語大学の5大学である。

3.14入学定員超過率

次頁の表4はγ当該期間の平均入学定員超

過率の上位，下位の20大学を表している。入

学定員超過率上位20大学を見ると,長岡技術

科学大学が139.6％，豊橋技術科学大学が

130 2％と，130％を超えて高いことがわかる。

仮に平成20年度入試でこの超過率だとする

志願倍率（％）＝志願者／募集人員×100

合格者超過率（％）＝合賂者／募集人員×100

辞退率（％）＝辞退者ﾉ/合格者×100

入学者超過率（％）＝入学者／蝶粂人員×100

各国立大学法人2)において，当該期間に大

学が統合されている場合，統合前の大学のデ

ータを,統合後の大学に合筑して処理した3)。

3調査結果とその考察

3.1各国立大学法人の比較

3.1 1志願倍率

当該期間の平均志願倍率について，各国立

大学法人を比較し，その上位20位，下位20

位を取り上げたものが，次頁の表1である。

平均志願倍率上位20大学を見ると,東京芸

術大学のみが13.6倍と，10倍を超えている。

上位20位中12大学が，医科大，教育大，外

語大等の単科大学4)が占めている。また，7

大学が東京に所在する大学である。

平均志願倍率下位20大学には,旧7帝国大

学のうち3大学が含まれている。また，表1

には現れないが，京都大学(4.2倍)，東北大学

(4.3倍)，北海道大学(4.4倍)も，全国平均より

低い。これらの大学は国立大学法人の中でも

偏差値が高く，受験者の憧れの大学であるが，

募集人員枠の大きい一般選抜が2大学のみの

出願であり，そのため合格可能性のある者し

か出願しないことが原因であると考えられる。

3.1.2合格者超過率

次頁の表2は，当該期間の平均合格者超過

率について，上位，下位の20大学までを表し

ている。

合格者超過率上位20大学を見ると,北見工

業大学が157.8％と，極めて高い超過率である

ことがわかる。以下，長岡技術科学大学

ワ
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と，先述したペナルティの対象となってしま

う。以下，第3位京都教育大学から第11位茨

城大学までが，入学者超過率110％を超えて

いる。上位20大学中12大学を，工業,教育，

体育等の単科大学が占めている。

入学定員超過率下位20大学を見ると，4つ

の医科大学が全て含まれており，旧帝国大学

のうち4大学も含まれている。合格者超過率

第1位である北見工業大学は辞退率が大きい

ため，104.3％と，下位20位に位世している。

なお，全国立大学法人の6年間を通した志

願倍率，合格者超過率，辞退率，入学者超過

率の平均は,表5の通りである｡志順倍率は，

ilﾘi減していることが看取されるが，その他の

比率には，6年間を通してほぼ変化がない。

表5 年度ごとの推移

3.2.1志願倍率

当該期間の地域別志願倍率の平均を表した

ものが次頁の図1である。なお，全国立大学

法人の平均は4．6倍である。

図1を見ると，東京,近畿,南関東地域が，

それぞれ5．6倍，5 4倍，5．3倍と，全体の平

均志順倍率をかなり超えて高いことがわかる。

北関東地域は，丁度平均志願倍率の4．6倍で

あり，東京，南北関東地域が全国的に見て，

多くの志順者を集めていることがわかる。一

方で，東北，北陸，中国地域は4．2倍と最も

低い志願倍率の地域であり，地域間の格差が

顕著に現れている。

3.2.2合格者超過率

次頁の図2は，当該期間の合格超過率の平

均を表している。また，図2には，合格超過

率と辞退率の相関関係を可視化するために，

辞退率も重ねて表している。なお，全国立大

学法人の合格超過率の平均は116.1％である。

図2を見ると，上位から順に，北関東，近

維，南関東，四国地域が，それぞれ123.0％，

122.0％，121.6％，120.1％の比率でj瞳過率が商

いことが分かる。一方で，京阪神，東京，東

北地域は，それぞれ109.2％，111.8％，114.7％

と，合格雌過率が低いことがわかる。図2に

表示した辞退率との関係を見ると，北関東地

域以外の地域では，合格者超過率と辞退率の

相関関係は極めて強いことがわかる。なお，

図1と図2を比較しても，合格者超過率と志

願倍率との相関関係は,あまり認められない。

3.2.3辞退率

当該期間の辞退率の平均を表したものが次

頁の図3で.ある。全国立大学法人の辞退率の

平均は8.8％である。これを見ると，南関東，

近畿,四国地域の辞退率が,それぞれ13.5％，

12.2％，11.6％と高いことがわかる。これは，

先述した合格者超過率と同様の傾向を表して

いる。北関東地域は，合格者超過率が最も高

いが，辞退率は10.6％と，地域別の第4位に

位置していることが分かる｡一方で,京阪神，

H14 H15 H16 H17 H18 H19

志噸(倍） 4．8 4．8 4 6 4．4 44 4．3

合格(%) 115.6 115.6 116.1 116.9 116.7 115.7

辞退(％） 8．9 8．8 8．8 8．8 8．5 9．0

入学(%) 105.3 105.5 105.9 1066 106.8 105.3

3.2地域ごとの比較

ここでは，全ての国立大学法人を，大学の

所在する地域ごとに分類し，地域ごとの差異

を考察する｡地域は,次のように13区分する。殴
蝿
北
東
東
京
越
陸
海
畔
畿
国
国
州

関
関

信
域

北
東

北
南

東
甲

北
東

京
近

中
四

九
地

北海逆

.1ｻ森・岩手・宮城・秋田・山形・福島

茨城・栃木・群馬

埼玉・千葉・神奈川

東京

新潟・山梨・長野

富山・石川・福井

||皮阜・静岡・愛知・三重

京都・大阪・兵庫

滋賀。奈良・和歌山

鳥取。島根・岡山・広島・山口

徳島・香川・愛媛・高知

福岡・佐賀。長崎・熊本。大分。宮崎・

鹿児島・沖縄
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図1地域別志願倍率の平均
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東京,東北地域は,それぞれ4.2%, 5.7%, 8.1%

と辞退率が低いことが分かる｡，この傾向は合

格者超過率と同様の傾向である。

3.2.4入学定員超過率

当該期間の入学定員超過率の平均を表した

ものが前頁の図4である。全国立大学法人の

平均入学定員超過率は105.9％である。これを

見ると，北関東，近畿，甲信越，中国地域が，

それぞれ109.9%, 107.1%, 106.8%, 106.5%

と，順に高いことが分かる。北関東地域は，

合格者超過率が蝦も高い比率を示す一方で，

辞退率は第4位であった。この差が，入学定

員超過率の商さにつながっている。

3.3国立大学法人の財務分析上分類での比較

国立大学法人は，財務分析をする上で，学

部等の拙成や予算規模が類似している8つの

グループに分けられている。ここでは，その

8つのグループごとに，志願倍率，合格者超

過率，辞退率，入学定員超過率を流出し，そ

の差異を考察する。国立大学法人は，財務分

析上，次のグループに分類される。

北海道鮪宮城鮪東京掌雲上越鮪｜愛知教育，京都教育，大阪教育，兵庫教育，

奈良教育, II|ﾙ門教育，福岡教育<11>

Fグループ：大学院のみで|"成される法人く4＞

※ 本怖では分析対象外である‘

Gグループ：医科系学部その他の学部で柵成され，

A～Fのいずれにも鵬さない法人く25＞

弘前 秋田，｜｣｣形，群ji!j ,富山，金沢，福井，

山梨 信州，岐.liL ,三重,,(ﾙ取，島根，山口，

徳島，香川，愛媛,11i知，佐慨，長lll" ,熊本，

大分，宮||肺，鹿児島，琉球

Hグループ：医科系学部を有さず,A～Fのいず

れにも鵬さない法人く9＞

岩手，茨城，宇都宮，端玉，お茶の水女子，

枇浜国立，附岡，奈良女子，和鍬山

3.3.1志願倍率

当該期間の財務分析上のグループ別に志願

倍率を表したものが次頁の図5である。これ

を見ると，志願倍率が商いのは，医科系学部

のみの大学であるDグループ，医科系学部を

持たない文科系学部中心の大学であるCグル

ープ，教育系学部のみの大学であるEグルー

プであることが分かる。これらのグループは

募集人典が比I皎的小さいグループである。そ

こで，当I咳期間のグループごとの平均志願倍

率とグループ内の1大学当たりの平均舞集人

員の関係を表6にまとめる。

表6 志願倍率と募集人員のクロス

Aグループ：学生収容定li1万人以上，学部等数

柵ね10学部以上の法人く13＞

北海通，）|〔北，筑波，千粟, )IUi( ,新潟，名

古屋，京都，大阪，神戸，岡山，広助，九州

Bグループ：医科系学部をｲ1‐さず，学生収容定員

に占める理工系学生数が文科系学生数の概ね2

倍を上回る法人く13＞

室|棚工業，帯広茜産，北見工業，東京股工，

東京工推，東京海洋，電気通信，長岡技術科

学，名古屋工業，豊|術技術科学，京都工芸繊

維，九州工業，鹿屋体育

Cグループ；医科系学部を有さず，学生収容定員

に占める文科系学生数が理工系学生数の概ね2

倍を上回る法人く8＞

小樽商科，福島，筑波技術，東京外国語，東

京芸術，一橋，滋賀，大阪外国語

Dグループ：医科系学部のみで構成される法人

旭川医，東京医歯，浜松医，滋賀医く4＞

Eグループ：教育系学部のみで構成される法人

170.66.47，

667.05.72C

E 548．24．85

1201.9H 4．66

1381.1G 4．57

574．5B 4．52

2438.04.26A

これを見ると，1大学当たりの募集人員が

小さいほど，志願倍率が高いという逆相関の
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関係にあることが看取される。Cグループは

Bグループよりも1大学当たりの募集人員が

多いが，志願倍率もEグループより高く，逆

相関の関係となっていない。文科系学部中心

のcグループの方が，教育系学部のみのEグ

ループより，志順者を集めやすいことがわか

る。一方で，騨築人員がある程度小さいが，

理工系学部中心のBグループは，志順者を集

めることに苦戦している様子が見られる。

3.3.2合格者超過率

前頁の図6は当該期間の財務分析上のグル

ープ別に合格者超過率を表したものである。

これを見ると，医学系学部を持たない中規模

総合大学のHグループ,理工系中心のBグル

ープの合格者超過率が商く，一方で，医科系

学部のみのDグループ，旧帝大を含むマンモ

ス大学のAグループの合格者超過率が低いこ

とが分かる。

3.3.3辞退率

当該期間の財務分析上のグループ別に辞退

率を表したものが前頁の図7である。これを

図6と比較すると，ほぼグラフの形状が類似

していることがわかる。すなわち，合格者超

過率と辞退率は相関関係にあることがわかる。

Dグループ,Aグループは辞退率が低いため，

合格者超過率も低く抑えていることが推測で

き,Hグループ,Bグループは辞退率が高い

ため，合格者超過率をi斯くせざるを得ないと

いうことが推測できる。Hグループと，医科

系学部を含む中規模総合大学であるGグルー

プでは募集人員にはあまり差がないが，辞退

率はHグループの方が高い。これはGグルー

プ内の医科系学部の辞退率が低いことが理由

ではないかと推測される。

表7 合格超過率と辞退率の相関

とを示しており，近年特に相関が強くなって

いることが看取される。各大学が入学定員管

理に注視している姿勢が推察される。

3.3.4入学者超過率

前頁の図8は，当該期間の財務分析上のグ

ループ別に入学定員超過率を表している。図

6から図7を減じたものが図8に反映されて

いる。医科系学部のみのDグループが極めて

超過率が低く，一方で，教育学部系のみのE

グループ，医学系学部を持たない中規模総合

大学のHグループの超過率が比較的高いこと

が分かる。Eグループは平成17年度，18年

度入試においては110%を超える超過率であ

る。
、 、

4おわりに

以上，過去6年間の国立大学法人の志願倍

率，合格者超過率，辞退率，入学定員超過率

の推移を分析した。それぞれの比率等は，そ

れぞれの大学が立地する地城や，学部柵成，

募集人員等に影熱されて推移していることが

わかった。平成20年2月14日文部科学省通

知では，定員超過を抑制する仕組みについて

は，「入学定員が100人以下の小規模学部」に

一定の配噛があるが，一方で，学生収容定員

が一定率を下回った場合については，大学規

模を始め地域性，学部柵成等に全く配脳がな

い。私立大学では，私立学校振興助成法にお

いて助成金の減額のルールが厳しく決められ

ているが，これには学部ごとのルールは存在

するが，地域に王る配噛等は存在しない。

大学全入時代を迎え，入学定員管理は全て

の大学にとって重要な牒題となっている。こ

れに関する政策の制度設計には，学部の特性

や志願者のトレンド，地域による進学率の格

差等，さまざまな要因を分析的に踏まえた上

での議論が必須であると考える。今後，学問

系統別の志願者動向の推移等 より詳細な分

析を継続して実施したいと考える。

H14 H15 H16 H17 H18 H19

相関係数 0．67 0．62 0．68 0．66 0．79 0．94

なお，表7に，当該期間の国立大学法人に

おける合格超過率と辞退率の相関係数を表し

た。毎年度安定して一定の相関関係があるこ
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注

1）日本私f/:',i患校振興・共済事梁団『月刊私学』2007

年9月り･8－9ページ

2）』ﾄ戒16 (|捜以|齢阿鞭大学法人であるが，ここで

は，それ以前も・橘して|測立大学法人と呼ぶ。

3） 合節して処理した大‘､)':は,下記の13大学である．

平成14年度入試の「筑波」は「筑波」と「図醤館

ji, 'i報」の合猟, ｢I1I梨」は「山梨」と「山梨医科」

の合猟である”

平成14～15年度入試の「東京海洋」は「東京商

船」と「東京水産」の合煉,l福井」は，「福井」

とI桶井医科」の合算，「神戸」は「神戸」と「神

戸商船」の合節，「励根」は「励根」と「島根医科」

の合猟，「併川.|は「香川」と「香川医科」の合騨，

「高知jは「商知」と「高知医科」の合算，「九州」

は「九州」と「九州芸術工科」の合算，「佐賀」は

「佐批」を「佐側憂科」の合算，「大分」は「大分」

と「大分|鰻科.｜の合節，「鴬.崎」は「宮崎」と「宮

崎医科」の合節である。

平成14～17年度入拭の「富山lは「富山」と「富

山匝科薬科」の合算である。

4) I:煎科人'､ﾄ:(7)定施について，学問領域を「人文科
6

学」｜ ;i|:;巽ｲ:|･''樅」「|‘1然科学」の3領域に区分した

場合に，－‐〕の学問領.|成のみの教育・研究を行う

大学を, ii4,f:l･大学と定施した。
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